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･原発問題で市民へアンケート実施

･市長に原発関係の要望 ・武田裁判判決

｡｢放射線測定」「放射能基礎知識」学習会

･クマゼミただいま北進中

’
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早急に脱原発への筋道を～パレードに参加しよう～

/多言､膨れ上がった経済至上主義が爆発した瞬間だった。
－一

危ないものは見えないように蓋をし、経済発展を追及して、この国の自然も文化も絆もないがしろに

して、そしてものが捨てるほど有り余っているこの国が爆発した曉間だった。僕はあの瞬間、はっきり

と「世界が変わる」ことを確信した。

これまで経済至上主義の犠牲になってきた人たちがその弊害と行き詰まりに気づき、本当の豊かさを求

め始めるだろう。社会構造のおかしさに声を上げていくだろう。そしてその声は政治を押し上げ、経済界

を突き動かし、この国から本当の自由と平和が広がっていくだろうと。

しかしあれから半年、いまだにプロパガンダはマスコミを使ってぽろぽろになった安全神話を繕っては

国民をだまし続けている。｢海外への原発輸出を容認し､成長産業として引き続き国がバックアップする」

と馬淵澄夫前国交相（7月24日ブログ)。「世界一の安全基準」がぶつ飛んだというのに、いまだに原発

推進路線の政府。事故処理も除染も、そして震災の復興をも経済成長のネタにしてしまうこの国は、いつ

まで市場原理を突き進んでいくのか。原発はこれまでは私たちの知らない原子村の人間が、目先の利権だ

けを追求してマスコミ・教育を使って安全神話を作り上吠事故隠蔽を繰り返してきた。

そして311、その事実が放射能と共に広く拡散した、はず。

まずは原発利権が成り立たない構造に、今こそ熔認しない」市民の声を集めるときだbそのために今

必要なのは、分断されてきた地域での繋がりを再構築していくこと。そして食べ物も政治も経済もマスメ

ディアもそしてエネルギーも、地域自給｡地域自立こそが本当の豊かさに繋がっていくんではないだろうか。

今、大人はそこに向かっていく筋道を早急に切り開いていく必要があるのではないだろうか。

そしてその生き方を子供達に見せることも。震災から半年、同時多発テロから10年目の9／11、

「脱原発」「エネルギーシフト」をテーマに奥田公園から

遊行寺までパレードをやります。

受信型の講演会などと違ってパレードへの参加となると、

「興味があるけどハードルが高い」という方も多い。だか

らこそ自らが参加し、そして一緒に参加＝行動する人を増

やすことで、日和見依存型からポジティヴ発信型に自らを

変化させていくきっかけを作ります。そして組織動員型の

デモではなく、市民自発参加型のパレードを目指します。

ぜひ、いっしょに歩きましょう。 NbNukesOneLove
L (古屋ケンゴ）

石川丸山谷戸のアライグマ

（赤外線カメラで撮影）
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